
 

 

 

 

「この地図 使うのをやめて」 なぜ？ 

なぜ、メルカトル図法はいけないのでしょう？ 

１年の社会で勉強したことを思い出してみましょう。 

メルカトル図法ではグリーンランドがアフリカ大

陸とほぼ同じ大きさに見えますが、実際の面積はアフ

リカ大陸はグリーンランドの 14倍以上あります。メ

ルカトル図法では北極や南極に近いほど面積が拡大

されるのです。これにより、欧米やロシアが実際より

も巨大に見え、アフリカや南米が小さく見えます。 

結果として、無意識のうちに先進国を「強大で重要」

ととらえ、発展途上国を「軽視」するような心理的偏

見を生み出しやすいことが指摘されています。 

人は目にする形から無意識に特定の印象を受け取

ります。地図の種類は、人間の世界観や偏見に影響を

あたえるのです。赤道付近の発展途上国やアフリカ大

陸が「実際より小さく、重要性が低い」という無意識

の先入観を形作っているという批判が以前からあり

ました。 

国連総会では面積比の正しい「イコールアース図法」

などの使用を奨励する決議を行いました。アフリカの

国が声をあげて、多くの国が賛成したのです。日本も

賛成した

から、次の教科書から世界地図が変わるかもしれません。 

ちなみに、日本の東にある国はどこでしょう？昨年学習し

た内容です。メルカトル図法に慣れていると、つい「アメリ

カ」と答えてしましますね。正解は（        ）。 

右の地図は北と南を反対にした地図です。ロシア、中国か

ら見た日本の位置、ずいぶん違った印象になると思います。

南が上で、北が下の地図を見ると、今まで気づかなかったこ

とに気づきます。 

「形」や「制度」が人間の意識、偏見をつくっていく。地図だけではありません。このことに気づき、

いろいろな見方ができるようになり、それを変えていく。そのために私たちは勉強をしているのです。 
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